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報告した。今回の発表に際し，保護者の同意を得た。
【症　例】
　初診時年齢：１歳９か月，男児
　主訴：下口唇裂傷の精査・加療
　初診時の顔貌所見：右側下口唇の一部欠損，お
よび潰瘍が認められた。
　初診時の口腔内所見：上下顎両側第一乳臼歯ま
で萌出している。上顎右側乳中切歯と乳側切歯は
癒合歯であった。上唇小帯の高位付着が認められ
た。
【経　過】初診時は発熱や気管支炎などによるス
トレスを期に自傷行為が頻発していたため，対応
策としてマウスガードを製作した。その後，５か
月間来院が途絶え，下顎右側乳犬歯の動揺を主訴
に再度来院した。この間マウスガードは装着でき
ていなかった。再来院時は下顎右側乳犬歯をエナ
メルボンドシステムにて固定を行ったが，後日抜
歯となった。以降は上顎へのマウスガードを製作
しながら経過を観察していたが，次第に印象採得
に苦慮するようになり，全身麻酔下でう蝕の治療
を含め，印象採得を行うこととした。現在も上顎
へのマウスガード製作を行いながらPMTC，フッ
化物塗布を行いつつ経過を追っている。
【考察およびまとめ】Lesch-Nyhan症候群患者は
２歳頃から自傷が認められるとされている。患児
は11か月頃から自傷が認められた。その後一度
は軽快したが，１歳７か月頃から頻繁に起き始め
た。自傷行為は体調不良や日常生活の精神的緊張
で発現していたが，マウスガード装着後は下唇の
欠損に繋がる自傷行為には至っていない。今後も
注意深く観察しながら口腔管理を行っていきたい
と考えている。
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（奥羽大・歯・学生1，奥羽大・歯・生体構造2）
【目　的】虚血再灌流障害は，虚血による酸欠状
態から血流の再灌流がおこり，フリーラジカル（活
性酸素，一酸化窒素）が産生されることにより引
き起こされる。これまで虚血再灌流障害は，主に
中枢神経系において検索されてきたが，口腔周囲
器官における虚血時間と障害について検討した報
告は少ない。今回我々は虚血再灌流モデルラット
を用い，歯髄における活性酸素と一酸化窒素の発
現を活性酸素合成酵素（Nox）と一酸化窒素合成
酵素（NOS）の局在から検討した。
【材料と方法】材料には６週齢Wistar系雄性ラッ
トを用いた。モデルラットの作製は，麻酔下にて
左側総頚動脈を剖出，木綿糸により結紮後（結紮
時間：60，120分間），いずれの群も再灌流を60
分間施した。方法は，4%パラホルムアルデヒド
溶液にて灌流固定，第一臼歯を含めた下顎骨を
摘出後，10％ EDTA溶液にて脱灰操作を行った。
その後，パラフィンにて包埋し，連続切片を作製，
通法により免疫組織化学的染色を行った。
【結　果】正常ラット歯髄では，iNOSとeNOSが
一部の血管に発現していたが，Nox1, 2, 4および 
nNOSの発現は観察されなかった。これに対し
て，虚血再灌流モデル60分結紮群では，iNOSと
eNOSに陽性を示す血管が正常ラット歯髄と同様
にみられ，加えて，Nox1, 4, nNOSおよびeNOS
の発現が象牙芽細胞に観察された。結紮120分群
でも象牙芽細胞においてNox1, 4, nNOSおよび
eNOSが発現しており，60分群に比べ陽性を示す
象牙芽細胞数は増加していた。
【考　察】虚血再灌流モデルラット歯髄において，
Nox1,4,nNOSおよびeNOSの発現が観察された
ことから，活性酸素と一酸化窒素が多量に産生さ
れる可能性が示唆された。加えて，活性酸素と一
酸化窒素は，再灌流後の早期に，象牙芽細胞を障
害する可能性が考えられた。
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〇南　健太郎
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【要　約】現在の日本は超高齢社会を迎えており，
齲蝕予防は口腔保健上重要な課題である。齲蝕病
巣の再石灰化にはフッ化物の局所応用が有効とさ
れているが，再石灰化に必要なミネラルであるカ
ルシウム塩やリン酸塩は主として唾液から供給さ
れる。唾液分泌が減少するとそれらの供給が減少
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